
令和 2年度第 3回食の安心・安全意見交換会（報告） 

令 和 ２ 年 １ ２ 月 

農 政 課 

１ 日時 令和２年 11月 17日（火）13:30～15:00 

２ 場所 オンライン会議システム Zoomを利用してオンライン開催 

３ 出席者 消費者団体６名、京都府関係職員３名 

４ 概要 

（１）説明内容、主な質疑応答と意見 

京都府農林水産技術センターの取組、京都オリジナル良食味米の育成についての取組を説明し、参

加者と意見交換を行った。 

  ア 京都府農林水産技術センターの取組について（農林センター） 

   問 温暖化の影響で、丹後のコシヒカリが特 A ランクをとれなくなってきたとの説明だったが、

温暖化の影響は今後も続くと思う。気候変動に対応するような品種改良などについて、どのよ

うに対応しておられるのか。 

答 後ほど詳しい説明をさせていただくが、温暖化に対応した新品種の育成、研究は進めている。

また、米だけでなく、小豆や豆も温暖化の影響を受けているので、数年前から気候変動に対応

する対策技術の開発・研究をしているところ。 

イ 京都オリジナル良食味米の育成について（農林センター） 

問 令和 4年以降順次「京式部」の生産を進めていくということで楽しみだ。また、こだわりの

生産方法を遵守される方のみ生産できるようにするといことだが、こういった生産される方は

誰がどのように調整されるのか。 

答 生産をお願いする農家さんには、既定の栽培方法や管理が実施できるか、地域の農業協同組

合や普及センターと一緒にカウンセリング、話し合いをもっていただいて、決めていこうと思

っている。できるだけ米農家として思いが強く、お米で農業経営を成り立たせようと思ってお

られる方にお願いしたいと思っている。 

 

（２）アンケート結果 

  ア アンケート集計（本日の意見交換会はいかがでしたか。） 

    5点満点で 4.4点 

イ 参加者の意見、感想 

・農林水産技術センターについて、大変丁寧に詳しく報告いただき、理解が進みました。府民の食

を支えてくださっていることに、感謝します 

・京都ブランド戦略など、頑張っている様子が伝わってきました。京都にいながら京都のお米はあ

まり食べてないように思うので、京料理に合う「京式部」も早く食べてみたいです 

・京都府の農業について情報提供いただき、ありがとうございました。意見交換することで認識が

深まりました 


